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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月20日(2020.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーダーシステムであって、
　反射信号を受信して前記反射信号に基づいて第１のデジタル中間周波数（ＩＦ）信号を
生成するように構成される受信チャネルと、
　反射信号を受信して前記反射信号に基づいて第２のデジタルＩＦ信号を生成するように
構成される基準受信チャネルと、
　前記第１のデジタルＩＦ信号と前記第２のデジタルＩＦ信号とを受信するように結合さ
れるデジタルミスマッチ補償回路要素であって、前記受信チャネルと前記基準受信チャネ
ルとの間のミスマッチを補償するために前記第１のデジタルＩＦ信号と前記第２のデジタ
ルＩＦ信号とを処理するように構成される、前記デジタルミスマッチ補償回路要素と、
　を含む、レーダーシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記デジタルミスマッチ補償回路要素が、前記受信チャネルと前記基準受信チャネルと
の間のルーティング遅延ミスマッチを補正するために、前記第１のデジタルＩＦ信号の周
波数と位相とをシフトするように構成される周波数シフタを含む、レーダーシステム。
【請求項３】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記デジタルミスマッチ補償回路要素が、前記受信チャネルのＩＦフィルタと所望のＩ
Ｆフィルタ応答との間のＩＦフィルタ応答ミスマッチを補正するために、前記第１のデジ
タルＩＦ信号をフィルタリングするように構成されるデジタルＩＦ応答補償フィルタを更
に含む、レーダーシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のレーダーシステムであって、
　前記デジタルミスマッチ補償回路要素が、前記基準受信チャネルのＩＦフィルタと前記
所望のＩＦフィルタ応答との間のＩＦフィルタ応答ミスマッチを補正するために、前記第
２のデジタルＩＦ信号をフィルタリングするように構成されるデジタルＩＦ応答補償フィ
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ルタを含む、
　レーダーシステム。
【請求項５】
　請求項３に記載のレーダーシステムであって、
　前記デジタルＩＦ応答補償フィルタが、複素係数デジタル無限インパルス応答（ＩＩＲ
）フィルタである、レーダーシステム。
【請求項６】
　請求項２に記載のレーダーシステムであって、
　前記周波数シフタが、
　前記ルーティング遅延ミスマッチを補正するために必要とされる、周波数と位相とのシ
フト信号を生成するように構成されるデジタル周波数生成器と、
　前記シフト信号を受信するように前記デジタル周波数生成器に結合されるデジタルミキ
サであって、前記第１のデジタルＩＦ信号と前記シフト信号とを乗算するように構成され
る、前記デジタルミキサと、
　を含む、レーダーシステム。
【請求項７】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記デジタルミスマッチ補償回路要素のパラメータが、工場較正とレーダーシステム動
作との少なくとも一方の間に前記レーダーシステムの較正モードを用いて生成される、レ
ーダーシステム。
【請求項８】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記基準受信チャネルと前記受信チャネルとが、前記レーダーシステムにおける異なる
レーダートランシーバ集積回路に含まれる、レーダーシステム。
【請求項９】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記デジタルミスマッチ補償回路要素が、
　前記第１のデジタルＩＦ信号を受信するために前記受信チャネルに結合される少なくと
も１つの第１のデジタルＩＱマッチングフィルタであって、前記第１のデジタルＩＦ信号
が前記デジタルミスマッチ補償回路要素によって受信される前にＩＱフィルタミスマッチ
を補正するために前記第１のデジタルＩＦ信号の前記インバンド（Ｉ）と直交（Ｑ）との
アームの少なくとも１つをフィルタリングするように構成される、前記少なくとｍお１つ
の第１のデジタルＩＱマッチングフィルタと、
　前記第２のデジタルＩＦ信号を受信するために前記基準受信チャネルに結合される少な
くとも１つの第２のデジタルＩＱマッチングフィルタであって、前記第２のデジタルＩＦ
信号が前記デジタルミスマッチ補償回路要素によって受信される前にＩＱフィルタミスマ
ッチを補正するために前記第２のデジタルＩＦ信号の前記ＩとＱとのアームの少なくとも
１つをフィルタリングするように構成される、前記少なくとも１つの第２のデジタルＩＱ
マッチングフィルタと、
　を含む、レーダーシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のレーダーシステムであって、
　前記少なくとも１つの第１のデジタルＩＱマッチングフィルタと前記少なくとも１つの
第２のデジタルＩＱマッチングフィルタとが、実係数デジタル無限インパルス応答（ＩＩ
Ｒ）フィルタである、レーダーシステム。
【請求項１１】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記基準受信チャネルで受信される前記反射信号が前記受信チャネルで受信される前記
反射信号の遅延版である、レーダーシステム。
【請求項１２】
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　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記基準受信チャネルで受信される前記反射信号が前記受信チャネルで受信される前記
反射信号の減衰版である、レーダーシステム。
【請求項１３】
　請求項１に記載のレーダーシステムであって、
　前記基準受信チャネルで受信される前記反射信号が前記受信チャネルで受信される前記
反射信号の遅延及び減衰版である、レーダーシステム。
【請求項１４】
　レーダーシステムの動作の方法であって、
　前記レーダーシステムの受信チャネルにおいて反射信号を受信して前記反射信号に基づ
いて第１のデジタル中間周波数（ＩＦ）信号を生成することと、
　前記レーダーシステムの基準受信チャネルにおいて反射信号を受信して前記反射信号に
基づいて第２のデジタルＩＦ信号を生成することと、
　前記受信チャネルと前記基準受信チャネルとの間のミスマッチを補償するために、前記
レーダーシステムのデジタルミスマッチ補償回路要素によって、前記第１のデジタルＩＦ
信号と前記第２のデジタルＩＦ信号とを処理することと、
　を含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記第１のデジタルＩＦ信号を処理することが、前記受信チャネルと前記基準受信チャ
ネルとの間のルーティング遅延ミスマッチを補正するために、前記第１のデジタルＩＦ信
号の周波数と位相とを周波数シフタによってシフトすることを含む、方法。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記第１のデジタルＩＦ信号を処理することが、前記受信チャネルのＩＦフィルタと所
望のＩＦフィルタ応答との間のＩＦフィルタ応答ミスマッチを補正するために、前記第１
のデジタルＩＦ信号をデジタルＩＦ応答ミスマッチ補償フィルタによってフィルタリング
することを含む、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記第１のデジタルＩＦ信号を処理することが、前記基準受信チャネルのＩＦフィルタ
と前記所望のＩＦフィルタ応答との間のＩＦフィルタ応答ミスマッチを補正するために、
前記第２のデジタルＩＦ信号をデジタルＩＦ応答ミスマッチ補償フィルタによってフィル
タリングすることを更に含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記デジタルＩＦ応答ミスマッチ補償フィルタが、複素係数デジタル無限インパルス応
答（ＩＩＲ）フィルタである、方法。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記第１のデジタルＩＦ信号の周波数と位相とを周波数シフタによってシフトすること
が、
　前記ルーティング遅延ミスマッチを補正するために必要とされる、周波数と位相とのシ
フト信号を、デジタル周波数生成器によって生成することと、
　前記第１のデジタルＩＦ信号と前記シフト信号とをデジタルミキサによって乗算するこ
とと、
　を含む、方法。
【請求項２０】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記デジタルミスマッチ補償回路要素のパラメータが、工場較正とレーダーシステム動
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作との少なくとも一方の間に前記レーダーシステムの較正モードを用いて生成される、方
法。
【請求項２１】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記基準受信チャネルと前記受信チャネルとが、前記レーダーシステムにおける異なる
レーダートランシーバ集積回路に含まれる、方法。
【請求項２２】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記第１のデジタルＩＦ信号の処理の前にＩＱフィルタミスマッチを補正するために、
少なくとも１つの第１のＩＱマッチングフィルタによって前記第１のデジタルＩＦ信号の
インバンド（Ｉ）と直交（Ｑ）とのアームの少なくとも１つをフィルタリングすることと
、
　前記第２のデジタルＩＦ信号の処理の前にＩＱフィルタミスマッチを補正するために、
少なくとも１つの第２のＩＱマッチングフィルタによって前記第２のデジタルＩＦ信号の
ＩとＱとのアームの少なくとも１つをフィルタリングすることと、
　を更に含む、方法。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の方法であって、
　前記少なくとも１つの第１のデジタルＩＱマッチングフィルタと前記少なくとも１つの
第２のデジタルＩＱマッチングフィルタとが、実係数デジタル無限インパルス応答（ＩＩ
Ｒ）フィルタである、方法。
【請求項２４】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記基準受信チャネルで受信される前記反射信号が前記受信チャネルで受信される前記
反射信号の遅延版である、レーダーシステム。
【請求項２５】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記基準受信チャネルで受信される前記反射信号が前記受信チャネルで受信される前記
反射信号の減衰版である、レーダーシステム。
【請求項２６】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記基準受信チャネルで受信される前記反射信号が前記受信チャネルで受信される前記
反射信号の遅延及び減衰版である、レーダーシステム。
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